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赤色，白色，黄色の 3つのさいころを同時に投げ，それぞれのさいころの出た目を

x, y, z とする．x と y の最小値を m，最大値を M とする．次の問いに答えよ．

(1) m ≦ z ≦ M となる確率を求めよ．

(2) m ≦ z ≦ M という条件の下で，M −m = 3 となる条件付き確率を求めよ．

(19 横浜国大 経済 1)

【答】

(1) 53
108

(2) 12
53

【解答】
x, y, z は赤，白，黄の 3個のさいころを同時に投げるときのそれぞれの出る目であり，

m = min{x, y}, M = max{x, y}

である．(x, y, z) は全部で 63 通りあり，これらは同様に確からしい．
事象 A, B を

A : m ≦ z ≦ M,

B : M −m = 3

と定める．

(1) M −m のとりうる値は 0, 1, 2, 3, 4, 5である．
M −m = 0 のとき ;

(x, y, z) は (i, i, i) (i = 1, 2, 3, 4, 5, 6) であり，6通りある．
M −m = k (k = 1, 2, 3, 4, 5) のとき ;

(x, y) は，(i, i+k), (i+k, i) (i = 1, 2, · · · , 6− k) より 2(6−k) 通り，この各々に対し，
z は i ≦ z ≦ i+ k なる整数より k + 1 通りある．したがって (x, y, z) は 2(6− k)(k + 1)

通りある．
以上より，A をみたす (x, y, z) の総数は

n(A) = 6 +
5∑

k=1

2(6− k)(k + 1)

= 6 + 2(5 · 2 + 4 · 3 + 3 · 4 + 2 · 5 + 1 · 6)
= 106（通り）

求める確率は

P (A) = 106
63

= 53
108

……（答）

• x ≦ z ≦ y となる場合の数は，1, 2, 3, 4, 5, 6の 6個から重複を許して 3個取る組合
せの数であるから

6H3 = 8C3 = 8 · 7 · 6
3 · 2 · 1 = 56（通り）

y ≦ z ≦ xとなる場合も同じく 56通りある．
これらには x = z = y となる 6通りが重複しているから，A をみたす (x, y, z) の
総数は

56× 2− 6 = 106（通り）
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(2) 求める条件付き確率は

PA(B) =
n(A ∩B)

n(A)

A ∩B をみたす (x, y, z) の総数は，(1)の k = 3のときであり

n(A ∩B) = 2 · (6− 3) · (3 + 1) = 2 · 3 · 4 = 24（通り）

したがって

PA(B) = 24
106

= 12
53

……（答）


